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   Ｃ２５Ｄ  15/02     (2006.01)
   Ｃ２５Ｄ   5/18     (2006.01)
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【ＦＩ】
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   Ｃ２５Ｄ   7/00    　　　Ｃ
   Ｃ２５Ｄ  15/02    　　　Ｆ
   Ｃ２５Ｄ  15/02    　　　Ｊ
   Ｃ２５Ｄ   5/18    　　　　
   Ｆ０２Ｆ   5/00    　　　Ｆ
   Ｆ０２Ｆ   5/00    　　　Ｎ

【手続補正書】
【提出日】平成23年11月30日(2011.11.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
固体粒子が埋め込まれたクラックのネットワークを備えた構造化クロム固体粒子層であっ
て、
　クラック密度は１０～２５０／ｍｍであり、
　固体粒子層の粒径が０．０１～１０μｍの範囲であり、
　層全体における固体粒子の割合が１～３０体積％であり、
　クロム固体粒子層が層の表面に凹部を備えた微細構造を有し、
　前記凹部が占める表面積の割合が５～８０％であり、
　前記層が表面積１ｍｍ2当たり平均３～１００個の前記凹部を有し、凹部の最大延長部
は３０μｍを超えることを特徴とする構造化クロム固体粒子層。
【請求項２】
３０μｍを超える最大延長部を有する前記凹部は、全表面積に対して５～８０％の割合を
占め、深さが５μｍよりも大きいことを特徴とする請求項１に記載の構造化クロム固体粒
子層。
【請求項３】
前記固体粒子は９以上のモース硬度を有する硬質材料からなる粒子であることを特徴とす
る請求項１または２に記載の構造化クロム固体粒子層。
【請求項４】
前記固体粒子は０．２５～０．４５μｍのサイズのダイヤモンド粒子であることを特徴と
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する請求項１～３のいずれか一項に記載の構造化クロム固体粒子層。
【請求項５】
前記表面の微細構造は、カップ状、迷路状、および柱状のうちの少なくともいずれか一つ
であることを特徴とする請求項１～４のいずれか一項に記載の構造化クロム固体粒子層。
【請求項６】
請求項１～５のいずれか一項に記載の構造化クロム固体粒子層の生産方法であって、
　（ａ）以下を含む電解質中に機械要素を入れる工程、
　１００ｇ／ｌ～４００ｇ／ｌの無水クロム酸に相当する量のＣｒ（ＶＩ）化合物、
　１～８ｇ／ｌの硫酸、
　５～１８ｇ／ｌの１～６個の炭素原子を有する脂肪族スルホン酸、
　０．０１～１０μｍのサイズの固体粒子、および
　０．５ｇ／ｌ未満の無機フッ化物化合物
　（ｂ）前記機械要素上に、２０～１００Ａ／ｄｍ2の電流密度および１２％以下の電流
効率で電気分解によりクロム含有層を堆積させる工程、次に、
　（ｃ）電流の向きを反転させ、固体粒子を層の微小クラックに埋め込む工程、および
　任意選択で工程（ｂ）と工程（ｃ）を繰り返す工程
からなる方法。
【請求項７】
方法の最後に、工程（ｃ）の後で工程（ｂ）が繰り返されることを特徴とする請求項６に
記載の方法。
【請求項８】
電解質が、４～１６ｇ／ｌのＣｒ2Ｏ3に相当する量のＣｒ（ＩＩＩ）をさらに含むことを
特徴とする請求項６または７に記載の方法。
【請求項９】
請求項６～８のいずれか一項に記載の方法により得られる構造化クロム固体粒子層。
【請求項１０】
請求項１～５または９のいずれか一項に記載の構造化クロム固体粒子層コーティングが施
された表面を備えた機械要素、特にピストンリングであって、該構造化クロム固体粒子層
の下に配置された少なくとも１つの層および該構造化クロム固体粒子層の上に配置された
少なくとも１つの層のうちの少なくとも一方を任意選択でさらに備えた機械要素、特にピ
ストンリング。
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